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本報告書は、 筑後市教育委貝会が安達建設株式会社の委託を受け

て平成p.. 年度に実施しました久富綿打遺跡の発掘調査成果をまとめ

たものです。

久富綿打遺跡は、 筑後市のほぼ中央の低位段丘上に位置し、 周辺

には、 奈良～平安時代にかけての住居跡が確認された若菜森坊遺跡、

近世の区画溝が確認された若菜鞘ノ本遺跡・若菜大堀遺跡などが点

在します。

本報告書が、 地域における文化財及び歴史に対する認識と理解を

深めるとともに学術研究の一助になれば幸いと存じます。

なお、 発掘調査から整理報告に至るまで、 多大なご協力を頂きま

した関係者並びに作業参加者の方々に深く感謝します。

平成14年3月

筑後市教育委貝会

教育長 牟田口和良



言

1 . 本書は、宅地分譲工事に伴い、安達建設株式会社の委託を受けて、筑後市教育委員会が実施した埋蔵文
化財発掘調査報告書である。

2発掘調査及び出土遺物の整理は筑後市教育委員会が行い、 出土遺物・図面・写真等は筑後市教育委員会
において所蔵 ・ 保管をしている。 なお、 発掘調査および整理作業の関係者はI. 調査経過と組織に記したと
おりである。

3 調査に用いた測最座標は、国土調査法第 II座標系を基準としているため、本書に示される方位はすべて
G.N. (座標北） を示し、 本文中に記される遺構の角度はこれを基準としたものである。 また、 水準はT.P.
を基準としている。

4. 本書に使用した図面のうち、遺構及び遺物の実測図は小林勇作、高田知恵が作成し、図版の浄書は諒埋
蔵文化財サポー トシステムが行った。

例

5 . 本書に使用した写真のうち、 遣構の写真撮影は小林、 高田が行い、 遺物の写真撮影は小林が行った。

SP ー ピットSK ー 土横
6 . 本書に使用した遺構表示は下記の略号による。

SDー溝 SFー道路状遺構

7 . 本書の執箪及び編集は小林が担当した。
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I . 調査経過と組織

安達建設株式会社は、 筑後市大字久富字綿打605-6外に宅地分譲の開発を計画し、 開発予定地における埋
蔵文化財の有無とその取扱いについて筑後市教育委員会に照会を行った。 筑後市教育委員会ではこれを受
け、 現地での確認調査を実施することとした。 重機による確認調査は平成11 年5月及び 7月の2 回に分け
て実施し、 開発予定地の東部分から遺跡が確認された。 このため、 埋蔵文化財の取扱いについて関係者と
協議を行い、 永久構築物である道路設置部分と掘削の及ぶ浄化槽設置部分について、 筑後市教育委員会が
発掘調査を実施することで合意した。

発掘調査は開発予定面積1 4,545m'の内1 ,573面を実施し、調査期間は平成13年1 月9日から同年3月 5日
であった。 出土遺物等の整理作業及ぴ報告書作城；については、 随時文化財整理室にて行い、 発掘調査並び
に報告書作成に要した費用は、 すべて安達建設株式会社が負担した。
調査組織
1)平成12 年度体制（発掘調査）

総括 教育長

牟田口和良
下川 雅晴
松永盛四郎
成清 平和
永見 秀徳
小林 勇作（執筆及び編集担当）
上村 英士
柴田 剛（嘱託）
立石 真二（嘱託）

3)発掘調査参加者（順不同、 敬称略）
調査補助貝 高田 知恵
発掘作業貝 井上むつ子、 江崎 末廣、 田島ヤス子、 田中ミドリ、

馬場 孝司、 馬場千鶴子、 東 末子、 平井 良治、 渡辺
4)整理作業参加者（順不同、 敬称略）

整理補助貝 平塚あけみ、 仲文恵
整理作業貝 荒巻 悦子、 妹川 玲子、 佐々木寿代、 福田 澄子、

野間口靖子、 野口 晴香、 湯川 琴美、 横井 理絵

庶務
教育部長
社会教育課長
文化係長
文化係

2 )平成13年度体制（報告書作成）
総括 教育長

教育部長
社会教育課長
文化係長
文化係

庶務

牟田口和良
下川 雅晴
庄村 國義
成清 平和
永見 秀徳
小林 勇作（調査担当）
上村 英士
柴田 剛（嘱託）
立石 真二（嘱託）

茂喜

なお、 発掘調査及び報告書作成に際しては、 以下の方々にご指導、 ご教示を賜った。 記して感謝の意を
表したい。

小田和利（福岡県教育庁）、 山村信榮（太宰府市教育委員会）、 小澤太郎（久留米市教育委員会）
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II . 位置と環境

筑後市は福岡県の南西部、 筑後平野の中央部にあたる。 市域をJR鹿児島本線と国道20 9号線が縦断し、

国道442号線が横断する。また、市南西部にはー 級河川の矢部川、中央部には山ノ井川や花宗川、北部には

倉目川が西流する。 市北部には耳納山地から派生する八女丘陵が西に延び、潅漑用の溜池が点在する。 低

位扇状地である東部や、低地である南西部には農業水路が発達している。 当市は県内有数の農業地帯であ

り、北部の丘陵地域では果樹園や茶畑、 東部や南西部では米麦中心の田園地帯が広がる。 市街地は、国道

に沿って市の中心部に形成されている。

久富綿打遺跡は、筑後市街地の西側に位置した標高14m位の低位段丘上に立地し、周辺には多くの文化

財が点在する。 まず、 指定文化財に目を向けてみると、当遺跡の北方約1. 3kmに位置する坂東寺 (784年頃

創建） の境内には、「石造五重塔（県指定文化財） 」が立造する。「貞永元年(1232)」 の陰刻銘があり、筑

後地方最古の在銘塔として著名である。 また、その坂東寺からやや離れたところの西側には坂東寺の鎮守

社である熊野神社があり、その参道の放生池には『石造眼鏡橋（県指定文化財） 』 が架かる。「元禄十丁丑

年七月吉日(1697)」の陰刻銘があり、県下で二番目に古い眼鏡橋である。 更に、熊野神社では毎年1月5

日に『鬼の修正会 ・ 追i難祭（県指定文化財） 」が伝統行事として行われている。 この他、民俗行事として指

定を受けいているのは、大字久富に所在する熊野神社において毎年8月14日に行われている「盆綱曳き（県

指定文化財） 』がある。 施餓鬼行事の一種で、全身に煤を塗り、 頭には荒縄の角、 腰には締め縄を巻き 、地

区内を菰と蒻で編んだ綱を引きながら駆け回るといった独特 なものである。 次に当遺跡周辺の遺跡につい

て概観すると、 当遺跡の南側において近世の区画溝が確認された若菜鞘ノ本遺跡、若菜大堀遺跡が点在し

ている。 更に、南の丘陵からは縄文～近世の複合遣跡である若菜森坊遺跡が確認されており、一帯は埋蔵

文化財の宝庫として注目されている地域である。

さて、久富地区は現在も股業の盛ん な地区である。 この地域は、かつて川が少なく農業用水が不足して

おり、久富村に在住していた中島安平らによって大規模 な水路工事が行われたのである（享保年間：

1716-1736)。工事は、山ノ井川に井堰を設け、羽犬塚から久富までの約 3 kmの用水路を開削するといった

大規模 なもので、 現在も一部で使用され続けている。

Fig. l 周辺遺跡分布図(1/25,000)

／
 

-2-

1 久富綿打遺跡
2 熊野山ノ前遺跡
3 熊野屋敷遺跡
4 久恵北罪場遺跡
5 熊野屋敷遺跡
6 久応烏居遺跡
7 久団大門口遺跡
8 i\':i江原口遺跡
9 前津中ノ玉遺跡

10 久岱斗代遺跡
11 謀江遺跡
12 高江キレト遺跡
13 久m市ノ玉遺跡
14 若菜大堀遺跡
15 II 

16 若菜鞘ノ本遺跡
17 若菜立萩遺跡
18 若菜田中前遺跡
19 羽犬塚寺ノ脇遺跡
20 羽犬塚中道遺跡
21 II 

22 羽犬塚射場ノ本遺跡
23 II 

24 徳久中牟田遺跡
25 山ノ井川口遺跡
26 若菜遺跡
27 若菜湖ノ江遺跡
28 長崎坊田遺跡
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 Fig.2 久富綿打遺跡遺構全体実測図(1/200)



SD01 (Fig.2·4、 Pla.3) 

南側調査区のほぼ中央で検出した南北溝である。 深さ
0.07m前後と削平されており、 溝の途中は切れて い る。
溝幅は北部で0.5m前後を測るが、南部は南方向に い く程 ―― 

幅が広がり最大1.3mを測る。 埋土は黒褐色土を基調と

し、遺物は須恵器（坪）、土師器（土鍋）が出土した。
SD02 (Fig. 2·4) 

南側調査区の西側で検出した南北溝で、 溝の南端は終
息する。 約 8m分を確認し、溝幅は0.42前後、深さは0.07

m前後を測る。溝の断面は緩やかなU字状を呈し、 埋土

は暗黒褐色土の単一層であった。 出土遺物はな い 。
SD03 (Fig.2·6、 Pla.4) 

南側調査区の東側で検出した北東ー南西方向の溝で、
SD04を切るように確認した。 検出長約5.65m分を確認

し、深さは0.06-0.30mを測る。溝底の北部はほぼフラッ

ト な面であるが、 南部は楕円形状に更に深く掘り込まれ
ており、埋土は黒色土、黄褐色土、灰色土の混合土であっ

た。 遺物は土師器 （片）、 白磁（皿）、 染付（猪口）、 陶器

（鉢• 播鉢） が出土して い る。
SD04 (Fig.2·6、 Pla.4) 

南側調査区の東側で検出した北東一南西方向の溝で、
SD04に切られるように確認した。 検出長は約8.50m分を

検出したが、 溝の南端は撹乱にあ い 、 北端は終息してい
る。 上幅0.42-0.57m、 下幅0.1 8-0.46m、 深 さ

0.03-0. llmを測り、溝の断面は緩やかなU字状を呈す

る。 溝底からは 1 - 5 cm位の小石や陶器片等が敷き詰め

られた、 い わゆる「バラス敷き」を確認し、 意図的に貼
り付けられて い る状況であった。 バラス敷きは小石、 陶
器片、 青灰色砂質土の混合土層を呈し、 全体はかなり硬

� -5-

Fig.3 久富綿打遺跡調査地点位置図(1/2,500)

SD1南靖壁 1'700• 

.. 

t灰色土（盛土）

2黄色土（盛土）

3黄色土（黒褐プロック混、 盛土）

4黒褐土（ややしまりあり）

5黒褐土（貴色粒子少混）

6黒褐土（贄茶色プロック、 粒子多混）

地山：黄茶色粘質土

(5 · 61まSD1) 

SD1北瑞壁 '4 200• 

1淡黒褐土

2淡黒茶色土（ややしまりあり）

3暗黒褐土

4暗黒褐土（贄茶色ブロック多混）

地山：黄茶色粘質土

SD2 

-
1暗黒褐土（黄茶色粒子少混）

地山：黄茶色粘質土 ゜ 1 m 

Fig .4 SD01• 02土層断面実測図(1/40)



化していた。 硬化した土層の厚さは2 cm程度の 1枚からなっており、断面は中央部がやや窪んだ緩やかな

U字状を呈する。 更に硬化土層の上端面には酸化鉄と思われる茶褐色層が薄く堆租しており、バ ラス敷き

の硬化度や密度を看取でき るものであった。 出土遺物は硬化土層に含まれていた陶器（片）が確認されてい

る。

SD05 (Fig. 2·6) 

南側調査区の東側で検出した北東一南西方向の溝である。 溝の北端はSD06から分岐し、SD10 を切るよ

うに南下しながら終息する。 上幅0.20 -0. 3lm、下幅0. 14-0.2lm、深さ0. 02-0. llmを測り、溝の断面

は緩やかなU字状を呈する。 埋土は暗茶黄色土の単一層で、出土遺物は土師器 （小皿•片） が確認されて

いる。

SD06 (Fig.2·5·6、Pla. 4·6)

東側調査区で検出した南北溝で、溝の南部は東向き へ緩やかにカ ー ブする。SD06は、SD0 8-16を切る

が、途中、SD05·0 7によって分岐される。 検出長は約14mで、幅2.57-3. 32mを測る。 時間的な制約等の

理由から完掘はしておらず、トレンチ調査に止まった。 また、溝底から多晨の湧水を認めたことからトレ

ンチ部分も未完掘に終わった。 途中まで掘り下げた箇所の土層断面からは少なくとも2 回以上の掘り直し

があったものと思われる。 出土遺物は認めていない。

SD07 (Fig.2·5·6、Pla.5) 

南側調査区の東側で検出した北東一南西方向の溝である。 溝の北端はSD06から分岐し、途中SD08-

12を切るように南下するが、南端部は大き く膨らむ。 南端部は別遺構の可能性があるが、検出時での切り

合いは確認できなかった。 溝の中央から北部にかけては上幅0. 45m前後、下幅0.15m前後、深さ0.60 m前
SD 6 Iヽ600m

d
' 

1. 明茶黒色土(0.5-lan程の明燈色ブロックを含む）

2暗茶黒色土(0.5-lcm程の明燈色ブロックを含むやや粘質）

3濃茶黒色土(0.5-lan程の明燈色プロックをわずかに含むやや粘質）

4. 明燈茶色土(0.5程のパイラン土を多く含む）

5明茶燈色土(05程のパイラン土を含む）

6淡黒茶色土

7暗茶燈色土(05-lcm程の明燈色プロックをわずかに含む、 やや粘賞）

8暗黒燈色土（粘質強し）

9明黒褐色土（粘貫強し）

S07 13 700m 

e
' 

1灰褐土(2cm大の小石を多く含む） 8明灰色土＋淡黒灰色土混

2灰褐土＋黒褐土＋黄褐土混 9. 暗灰色土

3暗灰褐土(2cm下の小石多混） 10. 明灰色土

4淡灰色土（黄色粒子少混） 1 1暗黒灰色粘質土（賃色粒子少混）

5淡灰色土（貴色粒子多混） 12. 暗黒灰色粘質土（贄色粒子多混）

6淡黒灰色土 13 12と同じ

7淡灰色土 地山：黄褐色礫層

゜ 2m 

Fig. 5 $006• 07土層断面実測図(1/40)
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二

2黄褐粘質土に黒灰色土がやや混じる

(1-2cm大の小石を多く含み、 硬化している）

3黒灰色土（しまっている）

4淡黄茶色粘土

5黒色土に灰色土と黄褐色土がやや混じる

6淡黄茶色砂質土(l-2cm大の小石を少量含む、 硬化土）

7黒褐土（やや硬化している）

SOB S07 

〉
／

膨1黒色土＋黄褐土＋灰色土 混

2灰褐砂質土（硬化土）

3灰褐砂質土

（硬化土. 2·3間に茶褐（酸化鉄層）看取）

4青灰色砂質土（軟化土）

(4層に1-3cm下の小石混）

地山 ．黄褐粘土

1黄褐粘質土に黒灰色土がやや混じる

(1-2cmの大の小石を多く含み、 硬化している）

2黒灰色土（硬化土）

3淡黒灰色土（硬化している）

4暗黒灰色土(1-2cm大の小石を多く含み硬化している）

地山
・

黄褐粘質土(1-2cm大の小石を少量含む ）

1暗黒褐砂質土（黄色粒子多混． 硬化土）

2暗黒青灰色砂質土

（黄色粒子多混、 軟化土、 1·2間に酪化鉄層看取）

3淡黒褐砂質土（黄色粒子多混）

4淡灰色土＋黒茶色土混（黄色粒子多混）

5淡黒茶色土（黄色粒子多混）

地山：黄茶褐礫層

1暗茶褐色土(1-2cm程度の明黄茶色のブロックを含む）

2明茶黄色土(2-3cm程の砂粒を多く含む）

地山：暗黄褐色土

＼＼ヽ、

/
、
口

、
口

｀
1暗黒色土

2淡黒色土（黄色粒子少混）

3淡灰色砂質土(1cm大の小石多混、 硬化土）

4淡黒灰土＋黄褐土混(1cm大の小石少混• しまっている）

5淡黒灰色砂質土(1cm大の小石多混、 硬化土）

6暗灰色砂質土(1cm大の小石多混、 かなりの軟化土）

7淡黒灰色土（黄色粒子少混、 しまっている）

8暗黒灰色土（黄色粒子多混、 \cm大の小石少混、 ややしまっている）

地山：黄褐粘質土 ヽヽ＼
 

ヽ/
 

、
/ 、

9ヽ300m

又

1暗灰茶色土

2暗茶黄色土(3cm程度の明黄茶色のプロックと2-3cm程度の明黒茶色のブロックを含む）

3. 明茶黄色土（全体的に暗茶黒色土が混じる）

4暗茶黒色土(2cm程度の黒色ブロックと1cm程度の黄色の粒を含ti)

5暗黒茶色土(1cm程度の貢茶色ブロックを含む）

6暗燈茶色土（硬化面硬くしまっている）

7明燈茶色土（硬化面、 硬くしまっている、 2cm程度の小石を混ぜ込Aでいる）
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8. 明灰燈色土（硬化面 、 硬くしまっている、 2cm程度の小石を混ぜ込んでいる）

9明黄茶色土（硬化面 、 硬くしまっている、 全体に明茶黒色土が混じる）

10明茶黒色土（硬化面、 硬くしまっている、 3mm程度の明黄燈色の粒を含む）

II. 明燈黒色土（硬化面、 硬くしまっている、 2cm程度の小石を多く含む）

12. 明茶灰色土（硬化面、 硬くしまっている）

13暗茶灰色土（硬化面、 硬くしまっている）

14濃茶黒色土（硬化面、 硬くしまっている、 3mm程度の明黄燈色のプロックを含む）

地山：明黄燈色土



後を測り、 南端部は深さ0 . 74mを測る。 溝の断面は逆 台形状を呈し、 遺物は土師器（片）が出土した。

SD08 (Fig .2·6、 Pla .5) 

南側調査区の東側で検出した北東一南西方向の溝である。溝はSD12を切るように検出されたが、 北端部

はSD06、 南端部はSD0 7に切られるように確認された。なお、 北端部の延長部では同等の溝(SD16) を検

出しており、 同 一 の溝である可能性がある。 溝は検出長約 9 m、 上幅0 .68-0 .41 m、 下幅0 . 14-0 .43m、

深さ0 . 11-0 .23mを測る。溝底からはSD0 4と同 じ く、 1 -5 cm位の小石が敷き 詰められたバ ラス敷き を確

認した。 バ ラス敷き は小石と砂質土の 混合土層を呈し、 上層の堆栢土と下層の 混合土の境には酸化鉄と思

われる茶褐色層が沈着していた。 硬化土層は厚さ 4 - 7 cm程度の 1枚で、 断面は中央部がやや窪んだ緩や

かなU字状を呈していた。 遺物は土師器 （片）、 瓦質土器 （火鉢） が出土している。

SD09 (Fig . 2·6) 

南側調査区の東側で検出した北東一南西方向の溝である。溝はSD12を切るように検出されたが、 北端部

はSD06、 南端部はSD0 7に切られるように確認された。なお、 北端部の延長部では同等の溝(SD15) を検

出しており、 同 一 の溝である可能性がある。溝は検出長約5 . 9m、 上幅0 .40 m前後、 下幅0 .30 m前後、 深さ

0 . 05-0 . llmを測る。 溝底からは 1 -5 cm位の小石が敷き 詰められたバ ラス敷き が確認された。 バ ラス敷

き は小石と砂質土の 混合土層を呈し、 ほ ぼ検出面に近いレベ ルで確認されたので、 SD0 4·08のような酸化

鉄と思われる沈着層は確認できなかった。 硬化土層は厚さ2 cm程度の 1枚で、 断面は中央部がやや窪んだ

緩やかなU字状を呈する。 出土遺物は皆無であった。

SD 10 (Fig .2·6、 Pla .6) 

南側調査区の東側で検出した北束一南西方向の溝である。 溝の北端部はSD06、 北部はSD05、 中央部は

SD17、 南端部はSD0 7に切られ、 検出長は約13 .45mを確認した。上幅0 .40 m前後、 下幅0 .25m前後、 深さ

O . ll-0 .26mを測り、 溝底は若干 の 凹 凸を認める。 溝底からは 1 - 13cm位の小石が敷き 詰められた厚さ2

cm程度の 1枚の バ ラス敷き を確認した。 上層の堆栢土と下層の硬化土の境には酸化鉄と思われる沈着物が

看取され、 硬化土は中央部がやや窪んだ緩やかなU字状を呈していた。 追物は備前系須恵器 （播鉢）が 1

点出土した。

SD 1 1  (Fig .2·6) 

南側調杏区の東側で検出した北東一南西方向の溝である。 溝はSD0 7·0 9に切られるように確認され、 検

出長は僅かに1 . 75m分を確認したのみである。 深さ0 . 0 3m前後と非常に浅く、 溝底からは2 cm程度の小石

が多数確認された。 著しく削平を受けていたため、 硬化層は僅かしか残っておらず、 沈箔層（酸化鉄） も

確認できなかった。 出土遺物は皆無であった。

SD 12 (Fig . 2·6) 

南側調査区の東側で検出した北東一南西方向の溝で、 SD0 7-0 9に切られる。検出長は約8 . 05m分を確認

し、 溝幅は南に向かって次第に広がって いく。 深さは0 . 0 9-0 . 16mで、 溝底からは2 cm程度の小石を僅か

に認めたもの の硬化層は確認でき ず、 沈箔層（酸化鉄） も看取されなかった。 遺物は土師器 （坪· 片） が

出土している。

SD 13 (Fig .2·6、 Pla . 7) 

東側調査区の南側で検出した溝である。黒色土を基調とする埋土でSD14を切るように確認された。遺物

は土師器 （片） が僅かに確認されたのみである。

SD 14 (Fig .2·6、 Pla . 7) 

東側調査区の南側で検出した溝で、 SD06·14に切られる。 溝福3 . 10 m前後を測り、 掘削途中、 溝状に延

びる小石混 じ りの硬化面を確認した（下位から検出された遺構についてはSD15· 16を与 え た）。 遺物は土

師器 （片） が僅かに出土している。

SD 15 (Fig .2·6、 Pla . 7) 

SD14下位から検出した北東ー南西方向の溝で、 約3 .6m分を検出した。溝の南西部はSD06によって切ら

れているが、 その 先で検出されたSD0 9に繋がるものと考 え られる。南西端部は終息しており、 溝底は一部

が深く掘り下げられている。 溝幅は0 .40 m前後、 深さは最大0 . 16mを測る。 堆栢土はバ ラス敷き の様相は

’ - 9 -



なく 、 2 - 3 cm程度の小石が微誠含まれるのみ であるが、 全体はかなり硬く 締まっている状態 である。 ま
た、 上層堆租土 (SD14) との境には酸化鉄と 思 われる沈着物が看取された。 出土遺物は皆無 であった。
S D 16 (Fig . 2 · 6 、 Pla . 7) 

SD14下位から検出した北東ー南西方向の溝で、 約3 . 4 m 分を検出した。溝の南西部は SD06によ って切ら
れてい るが、 そ の先 で検出された SD08に繋がる も のと考 え られる。溝幅は0 . 39 - 0 . 51 m 、 深さは最大 0 . 22

mを測り、 溝底の中央部は 凹 凸状 を呈する。 堆積土はバラス敷きの様相はなく 、 2 - 3 cm程度の小石が微
益含まれるのみ であるが、 全体はかなりの硬く 締まった状態 であった。 また、 上層堆栢土 (SD14) との境
には酸化鉄と 思 われる沈着物が看取された。 出土遣物は 皆無 であった。
S D 17 (Fig . 2 · 6) 

南側調査区の東側で検出した北東ー南西方向の溝である。 SD10 を切るように検出長約 1 0 .l Omを確認し
た。 深さは0 . 15 - 0 . 36 m を測り、 溝底は若干の凹 凸 を認める。 溝底からは 1 - 5 cm位の小石が敷き詰めら
れた厚さ 4 cm程度を測る 1 枚のバラス敷きを確認した。 上層の堆栢土と 下層の硬化土の境には酸化鉄と 思

われる沈着物が看取され、 硬化面はほぼ平坦面を呈する。 追物は皆無であった。
土壌
SK18 (Fig . 2 · 6) 

南側調査区の東端で検出した土塘 である。 SD07 に切られるが、 SD12 を切るように確認された。 平面プラ
ン は溝状 に細長く 、 幅は0 . 55 m 、 深さ0 . 15 m を測る。 底部からは 2 - 3 cm程度の小石が少最認められたが、

硬化面は確認されなかった。 出土遺物はない 。

(3) 出土遺物
SD01  (Fig . 7 、 Pla . 9) 

須恵器

坪 ( 1 ) 底部の細 片 で、 高 台 高0 . 7cm を測る。 内 外面は ナ デ、 高 台 内はヘラ切りの後ナ デの調整を施す。
胎土は 1 - 2 mm程度の砂粒を含み、 焼成は 良好である。

土師器

土鍋 (2) 口縁部の細 片 で、 玉縁状 を呈する。 内面は斜め方向の刷毛 目 、 外面は ナ デの調整を施し、 口縁
部下位から体部にか けては煤が厚く 付着している。
SD03 (Fig . 7 、 Pla . 9) 

白磁

皿 (3) 底部の破片 で、 高 台 径は4 . 0cm を測る。 乳 白 色の胎土にやや青 みがかった釉 を施すが、 畳付から

高 台 内 にか けては 無釉 である。 更に、 見込みは 蛇の 目 状 に釉 を掻き取っている。 分類は III類 （註 1 ) と 思
われる。

染付

猪口 (4) 体部の細 片 で、 外面には 呉須 で人物 ・ 草木等の文様を描き、 透 明 釉 を外面に施す。

陶器
鉢 (5 ) 口縁部の細 片 で、 口縁外部に逆 台形状の貼付突帯 を施す。 口縁端部は 無釉 であるが、 一部に重 ね

焼きに生 じ たと 思 われる 目 跡が残る。 体部外面の器胎 に 白 化粧土を塗り、 内 外面に飴色釉 を施す。 口 径22 . 8

cm を復原する。

揺鉢 (6 ) 底部の細 片 である。 高 台 径14 . 2cm を復原し、 内面には11 本以上の揺 目 を施す。 全面に鉄釉 を施
し、 見込み 及 び昼付 けには砂粒が付着している。 編年は V 期 （註 2 ) と 思 われる。
SD04 (Fig . 7、 Pla . 9) 

陶器
不 明 ( 7 · 8) 共 に碗の口縁部と 思 われるが、 細 片 であるため 器種は不明 とした。 共 に 内 外面一部の器胎

に 白 化粧土を塗り、 施釉している。
S D05 (Fig . 7) 

土師器
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小皿 (9 ·10 ) 9 は口縁部の細片で、 口径7.0 cmを復原する。 内 外面の調整は ヨ コ ナ デである。 10 は底部
の細片で、 磨耗のため調整は不 明 であるが、 外底は 糸切りによ る切離しと 思 われる。
SD08 (Fig. 7 、 Pla.9) 

瓦質土器
火鉢 (11 ) 口縁部の細片で、 口径14.0 cmを復 原する。 口縁部は 内 湾し、 外面には花文を押 印する。 分類
は B I a 類 （ 註 3 ) と 思 われる。
SDlO (Fig. 7 、 Pla.9)

備前窯系陶器
火鉢 (12) 口縁部の細片で、 口径30.2cmを復原する。 内面には口縁部付近まで播 目 が施されるが、 播 目

の単位は不 明である。 口縁部には 黄 白 色の斑点、 内 外面には赤茶色の緋欅 （ ヒ ダスキ ） が看取される。

編年は II 期 （ 註 4 ) と 思 われる。
SD12 (Fig. 7 、 Pla.9) 

須恵器
坪 ( 13) 口縁部の細片で、 口径16.0 cmを復原する。 胎土に黒色粒子を少握含み、 焼成は 良好である。 内
外面は ヨ コ ナ デ調整である。
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Fig . 7  出 土土器実測図(1/3)

［註】
・ (3) 出 土遺物の本文中に 記載 し て い る 土器の編年及 ぴ分類 は 、 下記の文献 を 参考 と し た 。
1 太宰府市教委 「大宰府条坊跡wー陶磁器分類編ー」 太宰府市の文化財第49集 2000 
2 九州近世掬磁学会 「九州陶磁の編年J 2000 
3 山村信榮 「中近世土器の 墓礎研究VIJ 日 本中世土器研究会 1990 
4 間壁忠彦 「備前焼J ニ ュ ー ・ サ イ エ ン ス 社 平成 3 年
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IV . ま と め

今回、 調査した久富綿打遺跡は 標高1 4 m 位の低位段丘上にあり、 地形的には南部が北部よりも約 1 m 位
低 く 、 南斜面に位置する。 調査地内は数年前 まで（株） ラ サ工業の社宅が存在していた場所で、 調査地内
からはその建物跡が 多 く 認められた。 このため、 遺構は建物跡（撹乱） によって失っていたが、 調査区の
南束隅からは僅かながら中世 ～ 近世の遺構 ( SD3 -1 7)を確認することがで き た。

確認された遺構の大半は溝状に検出され、 この内 SD3 · 4 · 8 -1 7は何れも溝底にバ ラ スや小石が敷 き 詰
められた特殊 な構造を呈するものであった。 調査は、 検出時点において一部の硬化土を確認していたこと
から道路状遺構の可能性も想定され、 溝と道路状遺構の二者を念頭において進めた。

まず、 溝群 ( SD3 -1 7)の検出状況から整理する。 溝群の先後関係は古い順に SD4→ SD3、 SD11 ・12 →
( SD9 ・1 5)→ ( SD8 ·1 6)→ ( SD5 - 7)、 SD10→ SD1 7→ ( SD5 - 7)となる。 溝群の大半は SD5 - 7によっ

て分断されたされており、SD8-SD1 6、SD9-SD1 5は同一遺構である可能性が高い。 次に、溝群を方位別
に整理すると、 SD10及び SD12 は概ね N-so·—E の方位を示し、 ( SD8 ·1 6)、 ( SD9 ・1 5)、 SD11 は概ね N
-65° —E の方位を示す ( SD1 7は蛇行しているため計測不能）。 各溝の規模や構造についての詳細は前稿の
とおりであるのでここでの再録は控 え てお く が、 注 目 されるのは溝底に共通した構造を呈していることで
ある。 検出状況からも明 らかであるように、 溝底にはバ ラ スや小石混じりの砂や土が敷 き 詰められており、
一部では整地も施されていた。 構造的には排水機能を備 え た遺構であることが窺 え る。 遺構の構造は、 暗
渠排水或いは道路状遺構に類似したものであるが、 現時点では溝の性格についての判別はで き ていない。
また、時期においても出土遺物が極僅かであったことから特定には至ってい ないが、SD10からは唯一、時
期を示唆で き る備前系陶器（揺鉢） が埋土中から出土しており、 概ね13C 後半前後を比定している。

次に、 溝群の大半を切るように確認された SD5 - 7についてふれる。 SD5 - 7は便宜上、 遺構番号を別々
に与 え ているが、検出状況では切り合いのない同一の溝であり、地形的にみると SD5 · 7は SD6から取水さ
れた溝と判 断される。

さて、SD5 - 7を説明する前に、当追跡が所在する久富地区に言い伝 え られている「久富用水（四十八堀）」
についてふれなければ な らない。 「久富用水（四十八堀）」 については筑後市史に詳細が記されているが、
概略すると久富村に在住していた中島安平らによって 山 ノ 井川 から取水（現在の久富堰） して久富地区 ま
で開削された用水路のことである。 計画から完成 までは約30年間 ( 1 720 -1 750年） を要したと伝 え られて
おり、 現在もその一部が残されている。 「久富用水（四十八堀）」 のルー トについては筑後市史 ( Fig . 8)で
復原されており、 これによると、 当遺跡地のす ぐ 南の谷地形を利用して開削されていたことが明 らかであ
る。 これに加 え て、 明 治33年に編纂された地形図で確認すると、 当遺跡が所在する地点では新た な溝が付
設されていることがわかる ( Fig .9)。 この状況から推測されるのは、SD6が新たに開削された溝であるな ら
ば、築造年代は1 8中-19C であることが窺 え る。 また、当溝を見学された近所の方の話では昭和初期 までは
溝が存在していたということを聞いているため、 終焉をむかえ るのは社宅用地として造成される直前で
あったことが考 え られる。 出土遺物を認めてい ないため、 あ く まで推測の域を脱してい ないことをお断り
する。
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